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ては『東京大学百年史』3や所揮潤氏の研究( ) 九州大学() 4によって紹介されているし､九州大学の場合も『
五十年史』や『九州帝国大学における留学生に関する基礎的研究』によって実態が詳細に明らかにされ





























































































































































































































学生が入学した 1915(大正 4)年から日中戦争前が起こる 1937(昭和 12)年までに本科生ないし聴講生と
して入学した中国人留学生の入学前の学歴 (高等教育)を表したものである｡ 
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移 ( 本 科 生 な い し 聴 講 生 としての 入 学 者 )






























































































































哩 医 工 法文 農l 毎年の収容数 全学年の収容総数演 文 経(顔)
東京帝国大学 定数定めず 不定
京都帝国大学 6 2 6 7 5 10 3 39 119
東北帝国大学 12 3 12 20 47 144
九州帝国大学 能フ限リ 能フ限リ
北海道帝国大学 4 - 4 10 18 54※
東京商科大学 5--6 5-6 15-18
神戸商科大学 6 6 18
新潟医科大学 5 5 20
岡山医科大学 未定 未定
千葉医科大学 5 5 20
金沢医科大学 収容の余地無o相当の学力ある者は専攻生として受入
長崎医科大学 ｣ ._1 5 20
金沢医科大学 昭和6年まで収容不可能
























































































































×国 語 学 概 論
国 語
日 本 文 化 史
×経 済 原 論
日 本 文 化 史
×史 学 概 論
社 会 経 済 事 情
×外 国 書 講 読
×法 律 学 概 説 ×哲
日本 人 文 地 理
社 会 経 済 事 情
日本 人 文 地 理 外















































律 学 概 説 ×哲
法 作 文 憲
文 学 史 憲
法 作 文 外







































この計画書では､講習会は前期 (5月～7月)､後期 (9月～1 2月)にわたって実施され､日本語､日本
歴史､日本人文地理､明治以降文学史及講読､日本憲政史､日本社会及経済事情といった授業が法文




1937(昭和 12)年4月提出の報告書によれば､昭和十一年度の受講者は前期 21人,後期 24人｡法文




で注視され､座談会や見学等に変更されたという｡見学会は 6月に 2回 (願麟麦酒仙台工場･専売局仙台





















倫 理 及 教 育 一単位 一時間半
国 語 二単位 六時間 
-I(ヽ-
国 史 一単位 一時間半
日 本 人 文 地 理 一単位 一時間半
日 本 社 会 経 済 史 仝 三時間
日本法制経済大要 仝 三時間
特 別 講 話
第二部
法 律 学 概 説 一単位
経 済 原 論 一単位
心理学講義 ( -) 一単位
西 洋 史 一単位
英 語 一単位




第 一 学 期 九週 一五六時間
第 二 学 期 一七週 二七四時間
第 三 学 期 八週 一三〇時間
第三条 第一部学科 目ノ学科別授業総時数左ノ如シ
倫 理 及 教 育 五〇時間
国 語 二〇〇時間
国 史 五〇時間
日 本 人 文 地 理 五〇時間
日本社会経済史 一〇〇時間
日本法制経済大要 一〇〇時間









































































が検討され､1937(昭和 12)年からは.｢留学生特別教育事業｣を企画 (実際の開始は翌 1938年から)してい
るが` 4)こうした動きも東北帝大の動きと同じ背景を持つものであろう｡6､










































た｡外務省は文部省と協議して全国の 55校で毎年合計 210名の｢学席｣を確保することとし､大学では 9
校で 71名､帝国大学のみだと 4校で 30名という数が設定された｡東北帝大では昭和十三年度から毎年 8










さて､東北帝大での留学生受け入れであるが､実際には､1 938(昭和 13)年に 1名(医学部専攻生)､1 9 




度の数の留学生が入学するようになってくる｡｢満州国｣に限れば 1940年 1人 (工学部学生) ,1941年2人 
(理･法文学生各 1)､1 942年4月1人(工学部学生)｡同 10月3人 (理2法文 1)､1 943年 10月1人 (工学部専







戦力としての役割を強く期待されるようになってくる｡1 941(昭和 16)年 12月には大学生の在学年限短縮
措置が行われ､1 943(昭和 18)年10月には｢在学徴集延期臨時特例｣が公布され､｢学徒出陣｣と称して法
文系学生の多くが大学を離れ入隊していく｡また 1944(昭和 19)年にはいると｢決戦非常措置要綱｣( 2
月)､｢決戦非常措置要綱二基ク学徒動員実施要綱｣( 3月)といった形で学徒勤労動員の体制が強化さ
れていった｡東北帝国大学でも 1944(昭和 19)年6月から本格的な勤労動員が始まり､当初は上級生を中
心としていた動員体制も次第に下級生にまで拡大｡法文学部では 1945(昭和 20)年 1月に一年生が中島
飛行機伊勢崎工場に動員され全学年が動員されるにいたる｡理工系学部でも､それぞれの専門分野に
応じて各種工場等-の動員が行われていった｡そして 1945(昭和 20)年4月､｢決戦教育措置要綱｣によっ 
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て大学の授業は一切停止されるに至る｡







この措置により､1 945(昭和 20)年4月から 5月にかけ､東北帝大には他の大学や高等･専門学校等から
多くの満州･蒙古留学生が集められた｡『学生原簿』の調査によれば､その数は 61人にのぼる｡学部別で
は法文学部が 36人､工学部が 12人､理学部が3人､医学部が 10人である｡学部別にもう少し詳しく見る
と､理学部の 3人は一高から編入された 2名 (物理1 ,地質 1)と東京工大予備部からの編入者 1人 (地球




(3｡しかしその実態については今のところ全くわかっていない｡61 ち1人の学生は戦後 1945' 人の学生のう 3
7年から 49年にかけて｢卒業｣したことになっているが､その他の学生は､退学したり､帰国後所在不明など


































































(21)馬廷英 (1902-1979):奉天出身｡東京高師から東北帝大理学部に進み､1 936年 1 1月学位取得｡帰国後南京国立中
央大学･国立地質研究院で教授をつとめ､戦後台湾大学の接収にむかいそのまま同大学の教授となる｡ 
(22)『東北帝国大学一覧』自大正十五年至大正十六年 









学卒業者帝国大学院入学方 JACAR(アジア歴史資料センター) Ref:BO5015399800 
(29)外務省外交史料館所蔵『在本邦留学生関係雑件』第七巻/日本留学生ノ各学校入学二関スル留日学生監督萎埼ノ




(32)事件の概要については､とりあえず『時事新報』昭和 3年 12月1日､『河北新報』昭和 3年12月4日など｡ 
(33)この事件後も､1 929(昭和 4)年には 3名の留学生が｢共産主義抱持者｣として送還されるなど､留学生に対する思想統
制は東北帝大の留学生たちにも向けられていた｡ 
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